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状
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　

続
い
て
、
井
上
治
久
特
定

拠
点
准
教
授
（
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞

研
究
セ
ン
タ
ー
）
よ
り
、
治

療
法
の
な
い
遺
伝
性
の
筋
萎

縮
性
側
索
硬
化
症（
Ａ
Ｌ
Ｓ
）

に
対
し
て
、
病
因
タ
ン
パ
ク

質
の
転
写
抑
制
を
指
標
に
ｉ

Ｐ
Ｓ
由
来
の
ア
ス
ト
ロ
サ
イ

ト
を
用
い
て
低
分
子
化
合
物

の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
進
め

る
治
療
法
開
発
の
戦
略
に
つ

い
て
解
説
が
あ
り
ま
し
た
。

　

中
尾
一
和
教
授
（
京
大
病

院
内
分
泌
・
代
謝
内
科
）
か

ら
は
、
Ｅ
Ｓ
細
胞
、
ｉ
Ｐ
Ｓ

細
胞
か
ら
脂
肪
細
胞
や
血
管

内
皮
細
胞
へ
の
分
化
方
法
を

確
立
し
、
脂
肪
萎
縮
性
糖
尿

病
患
者
へ
の
細
胞
移
植
医
療

を
目
指
し
て
い
る
現
状
と
、

糖
尿
病
克
服
を
見
据
え
た
ｉ

Ｐ
Ｓ
細
胞
の
膵
β
細
胞
へ
の

分
化
研
究
へ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
の
紹
介
が
あ
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
平
家
俊
男
准
教
授

（
京
大
病
院
小
児
科
）
よ
り
、

京
大
病
院
で
の
ヒ
ト
疾
患
特

異
的
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
作
成
、
利

用
に
お
け
る
倫
理
面
に
配
慮

し
た
臨
床
研
究
手
続
き
に
つ

い
て
概
説
の
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。

　

引
き
続
き
、
高
橋
和
利
特

定
拠
点
講
師
（
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞

研
究
セ
ン
タ
ー
）
よ
り
、
ｉ

Ｐ
Ｓ
細
胞
の
医
療
応
用
の
大

き
な
可
能
性
と
と
も
に
問
題

点
を
述
べ
、
細
胞
移
植
な
ど

の
医
療
に
使
え
る
安
全
性
の

高
い
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
の
研
究
の

新
た
な
進
展
に
つ
い
て
講
演

が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
三
嶋
理
晃
副
病

院
長
よ
り
閉
会
挨
拶
が
行
わ

れ
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

主 な 内 容

②　

臨
床
研
修
指
導
医
講
習
会
の
歩
み

　
　

日
米
医
学
医
療
交
流
セ
ミ
ナ
ー
開
催

③　

校
友
会
・
Ｋ
Ｍ
Ｓ-

Ｆ
Ｕ
Ｎ
Ｄ
だ
よ
り

�　

支
部
だ
よ
り 

近
畿
北
・
滋
賀

　
　

海
外
研
修
レ
ポ
ー
ト　

　
　

人
事
異
動
・
会
員
訃
報

　

京
都
大
学
医
学
部
で

は
、
京
都
大
学
医
学
部
教

育
研
究
支
援
基
金
（
K
M
S-

F
U
N
D
）
の
支
援
事
業
と

し
て
、
平
成
21
年
よ
り
京
都

大
学
医
学
部
に
所
属
す
る
院

生
、
研
究
生
等
を
対
象
と
し

た
表
彰
制
度
「
京
都
大
学
医

学
部
表
彰
制
度
」を
創
設
し
、

２
０
０
８
年
の
「
京
都
大
学

医
学
部
若
手
研
究
者
優
秀
論

文
賞
Ｋ
Ｍ
Ｙ
Ｉ
Ａ
（Y

oung 

Investigator A
w

ard

）」

受
賞
者
を
決
定
し
た
。

　

こ
の
Ｋ
Ｍ
Ｙ
Ｉ
Ａ
は
、

２
０
０
８
年
（
１
月
１
日
～

医学部表彰制度を創設
2008年分は 5人に授賞

開会挨拶を行う中村病院長
（産経新聞提供）

【基礎研究部門】

木村　浩明（整形外科博士課程４年）
論文題目：Cthrcl is a positive regulator of osteoblastic bone 		
	 formation
掲載雑誌：PloS One,  Vol. 3,Issue9,e3174, 2008

祝迫　惠子（肝胆膵・移植外科研究生）
論文題目：Loss of Sept4 exacerbates Liver fibrosis through 
	 the dysregulati on of hepatic stellate cells
掲載雑誌：Journal of Hepatology,　Vol. 49,768-778, 2008

白川康太郎（血液腫瘍内科）
論文題目：Phosphorylation of APOBEC3G by protein kinase
	 A regulates its interaction with HIV-1 Vif
掲載雑誌：Nature Structural and Molecular Biology, 
	 Vol. 15,1184-1191,2008

【トランスレーショナルリサーチ部門】

小山田尚史（内分泌・代謝内科研究生）
論文題目：The Role of Mineralocorticoid Receptor Expression 		
	 in Brain Remodeling after Cerebral Ischemia
掲載雑誌：Endocrinology,  Vol. 149,3764-3777,2008

【臨床研究部門】
朴　　貴典（内分泌・代謝内科研究員）
論文題目：Therapeutic potential of atrial natriuretic peptide
	 administration on peripheral arterial diseases
掲載雑誌：Endocrinology,  Vol. 149, 483-491,2008

初の研究会開き講演

京
大
病
院
i
P
S
細
胞
・
再
生
医
学
研
究
会

先
端
医
療
の

現
状
を
紹
介

高橋講師による特別講演

　
（
財
）
大
阪
バ
イ
オ
サ
イ
エ

ン
ス
研
究
所
所
長
、
京
都
大

学
名
誉
教
授
の
中
西
重
忠
氏

　

井
村
裕
夫
名
誉
教
授
が
こ

の
た
び
、
第
28
回
京
都
府
文

化
賞
・
特
別
功
労
賞
を
受
賞

さ
れ
た
。

　

授
賞
式
は
２
０
１
０
年
１

月
26
日（
火
）
11
時
よ
り
京

都
府
公
館「
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

は
平
成
21
年
12
月
14
日
、
日

本
学
士
院
会
員
（
第
２
部
＝

自
然
科
学
）
に
選
ば
れ
た
。

中
西
氏
は
、
分
子
神
経

科
学
の
研
究
を
展
開
し
、
脳

神
経
系
の
情
報
伝
達
と
脳
機

能
の
発
現
の
制
御
機
構
に
関

し
て
画
期
的
な
成
果
を
挙
げ

た
。
中
で
も
解
析
が
困
難
で

ホ
ー
ル
」
に
お
い
て
行
わ
れ

た
。

　

京
都
府
文
化
賞
は
、
昭
和

57
年
度
に
創
設
さ
れ
、以
来
、

京
都
府
に
お
け
る
文
化
の
振

興
と
発
展
を
図
る
た
め
、
京

都
文
化
の
向
上
に
寄
与
さ
れ

あ
っ
た
受
容
体
お
よ
び
イ
オ

ン
・
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
遺
伝
子
の

新
し
い
単
離
法
を
開
発
し
、

神
経
ペ
プ
チ
ド
及
び
興
奮
性

神
経
伝
達
物
質
グ
ル
タ
ミ
ン

酸
の
受
容
体
の
遺
伝
子
群
と

こ
れ
ら
受
容
体
の
脳
機
能
に

お
け
る
役
割
を
明
ら
か
に
し

た
。
さ
ら
に
特
定
の
神
経
回

た
方
の
顕
彰
を
行
い
、
特
別

功
労
賞
は
、
文
化
芸
術
活
動

に
お
い
て
顕
著
な
業
績
を
あ

げ
、
文
化
の
高
揚
に
多
大
の

功
労
が
あ
っ
た
人
に
授
与
す

る
も
の
で
あ
る
。

路
の
伝
達
機
構
を
個
体
レ
ベ
ル

で
解
析
で
き
る
新
し
い
手
法

を
開
発
し
、
こ
れ
ら
の
先
駆

的
研
究
に
よ
っ
て
記
憶
、
学

習
や
視
覚
、
嗅
覚
系
の
情
報

伝
達
の
基
本
的
な
機
構
を
明

ら
か
に
し
た
。
同
氏
の
研
究

業
績
は
、
独
自
の
手
法
の
開

発
の
も
と
に
神
経
情
報
の
基

本
原
理
を
明
ら
か
に
し
た
も

の
で
あ
り
、
医
学
、
生
命
科

学
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
す

る
も
の
で
あ
る
。

　

井
村
氏
は
、
内
科
学
、
特

に
内
分
泌
学
、
糖
尿
病
学
の

臨
床
と
研
究
に
従
事
し
、
こ

れ
ら
の
研
究
に
よ
り
国
内
外

の
多
く
の
賞
を
受
賞
。
ま
た

日
本
学
士
院
会
員
、
米
国
芸

術
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
名
誉
会

員
に
も
選
ば
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
京
都
を
は
じ
め
日
本
の

学
術
の
発
展
、
科
学
技
術
の

振
興
、
教
育
な
ど
の
広
い
分

野
で
活
躍
さ
れ
た
業
績
に
よ

り
受
賞
さ
れ
た
。

学
士
院
会
員
に
中
西
名
誉
教
授

井
村
名
誉
教
授
が
受
賞

京
都
府
文
化
賞
・
特
別
功
労
賞

12
月
31
日
）
に
掲
載
さ
れ
た

京
都
大
学
医
学
部
に
所
属
す

る
院
生
、
研
究
生
な
ど
の
非

教
員
を
筆
頭
著
者
と
す
る
優

秀
論
文
を
選
考
委
員
会
で
選

考
し
、
基
礎
研
究
、
ト
ラ
ン

ス
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
サ
ー
チ
、

臨
床
研
究
の
３
部
門
よ
り
選

出
し
た
。
分
野
の
配
分
は
応

募
数
を
考
慮
し
て
選
考
委
員

会
が
決
定
し
、
海
外
あ
る
い

は
医
学
部
以
外
の
他
施
設
で

行
わ
れ
た
研
究
は
対
象
外
と

な
って
い
る
。

　

受
賞
者
に
は
、
副
賞
５
万

円
（
図
書
券
、
資
金
は
京
都

大
学
医
学
部
教
育
研
究
支

援
基
金
K
M
S-

F
U
N
D

が
提
供
）
が
贈
ら
れ
る
こ
と

が
決
定
し
て
お
り
、
５
月
２

日
開
催
の
医
学
部
校
友
会
総

会
に
お
い
て
医
学
研
究
科
長

名
で
表
彰
さ
れ
る
予
定
で
あ

る
。
２
０
０
９
年
に
つ
い
て
は

現
在
選
考
中
で
あ
る
。

　

２
０
０
８
年
分
Ｋ
Ｍ
Ｙ
Ｉ
Ａ

受
賞
論
文
と
し
て
表
彰
さ
れ

る
の
は
別
掲
の
５
名
（
カ
ッ
コ

内
は
申
請
時
の
所
属
等
）。

（
文
責
： 

中
尾 

一和
）

　

研
究
会
で
は
、
中
村
孝
志

病
院
長
の
開
会
挨
拶
の
後
、

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
青
山
朋
樹
准
教
授

（
医
学
研
究
科
人
間
健
康
科

学
系
専
攻
）
よ
り
、
副
腎
皮

質
ス
テ
ロ
イ
ド
の
副
作
用
で

生
じ
る
大
腿
骨
頭
壊
死
に
対

し
、
骨
髄
間
葉
系
幹
細
胞
を

用
い
た
移
植
治
療
の
臨
床
試

験
が
順
調
に
進
ん
で
い
る
現

若
手
研
究
者
優
秀
論
文
賞

　

１
月
15
日
（
金
）
に
、
第
１
回
京
大
病
院
ｉ
Ｐ
Ｓ
細

胞
・
再
生
医
学
研
究
会
を
芝
蘭
会
館
に
て
開
催
し
ま
し

た
。
同
研
究
会
は
、京
大
病
院
に
お
け
る
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
、

Ｅ
Ｓ
細
胞
及
び
体
性
幹
細
胞
等
を
用
い
た
再
生
医
学
研

究
の
向
上
並
び
に
成
果
の
普
及
を
図
り
、
ひ
い
て
は
医

療
の
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
昨
年
11
月

に
設
置
し
た
も
の
で
す
。

　

第
１
回
目
と
な
る
今
回
の
研
究
会
で
は
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細

胞
研
究
セ
ン
タ
ー
の
高
橋
和
利
先
生
ほ
か
を
招
き
講
演

が
行
わ
れ
、
学
内
外
か
ら
１
８
０
名
余
り
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。
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「
京
都
で
医
学
留
学
感
じ
よ
う
」

　
　
日
米
医
学
医
療
交
流
セ
ミ
ナ
ー
開
催

ケ
ー
ス
メ
ソ
ッ
ド
を
用
い
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
本
学

の
講
習
会
の
斬
新
な
試
み
の
一
つ
で
あ
る
。

　

第
10
回
日
米
医
学
医
療

交
流
セ
ミ
ナ
ー
「
京
都
で
医

学
留
学
を
感
じ
よ
う
」
が

２
０
０
９
年
11
月
14
日（
土
）、

京
都
大
学
医
学
部
芝
蘭
会
館

稲
盛
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催

さ
れ
た
。
セ
ミ
ナ
ー
は
日
米

医
学
医
療
交
流
財
団
の
主
催

で
、
京
都
大
学
大
学
院
医
学

研
究
科
・
医
学
部
、
芝
蘭
会
、

グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
「
生
命
原

理
の
解
明
を
基
と
す
る
医
学

研
究
教
育
拠
点
」
が
共
催
。

初
期
診
療
・
救
急
医
学
の
小

池
薫
教
授
、
医
学
教
育
推
進

セ
ン
タ
ー
・
森
本
剛
講
師
が

セ
ミ
ナ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
務
め
た
。
全
国
か
ら
総
数

１
１
９
人
が
参
加
し
、
う
ち

医
学
部
生
は
１
０
７
人
。
光

山
正
雄
医
学
研
究
科
長
の
開

会
の
挨
拶
等
で
始
ま
り
、
臨

床
教
育
、
学
生
時
代
の
留
学
、

海
外
で
の
研
究
活
動
に
つ
い
て

さ
ま
ざ
ま
な
講
演
を
聞
く
こ

と
が
で
き
た
。
講
演
タ
イ
ト

ル
と
感
想
は
以
下
の
通
り
。

●
ス
ペ
シ
ャ
ル
セ
ッ
シ
ョ

ンU
S

M
L

E
 S

T
E

P
2 

C
linical Skills

徹
底
解

剖
セ
ミ
ナ
ー
～
実
演
と
分
析

～　
臨
床
教
育
を
感
じ
よ
う

●
30
歳
過
ぎ
の
米
国
内
科
臨

床
研
修:

生
き
残
る
た
め
の

ポ
イ
ン
ト
（
滋
賀
医
科
大
学
・

藤
吉
朗
先
生
）

●
米
国
ユ
タ
州
Ｌ
Ｄ
Ｓ
病
院

胸
部
心
臓
血
管
外
科
に
お
け

る
臨
床
フ
ェロ
ー
経
験
（
京
都

大
学
・
島
本
健
先
生
）

　
学
生
時
代
に
感
じ
よ
う

●
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
の
短
期
基

礎
研
究
留
学
（
福
井
大
学
医

学
部
３
回
生
・
前
田
亜
里
紗

さ
ん
）

　
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
移
植
手
術

を
見
学
す
る
と
い
う
留
学
体

験
。
異
文
化
交
流
も
深
め
る

こ
と
が
で
き
た
。

●
ハワ
イ
医
学
英
語
研
修
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
京
都
大
学
医
学
部

６
回
生
・
大
嶋
園
子
さ
ん
）

　

ア
メ
リ
カ
で
のsub-

intern

が
こ
な
せ
る
レ
ベ
ル

ま
で
日
本
の
医
学
生
の
英
語

を
訓
練
す
る
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ

ム
。
集
中
的
に
医
学
英
語
や

case presentation

の
授

業
を
受
け
、
そ
の
重
要
性
を

感
じ
た
。
ま
た
ハ
ワ
イ
大
学

や
日
本
の
他
大
学
の
医
学
生

の
高
い
志
に
触
れ
る
こ
と
で
、

意
欲
が
高
ま
っ
た
。

●
ボ
ル
ド
ー
第
二
大
学
放
射

線
科
で
の
実
習
（
京
都
大
学

医
学
部
６
回
生
・
神
廣
憲
記

さ
ん
）

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
医
療
へ
の
関

心
が
あ
り
、
実
習
を
決
意
。

フ
ラ
ン
ス
語
は
、
長
く
独
学

し
て
い
た
と
は
言
え
、
一
番

苦
労
し
た
と
の
こ
と
。
た
だ

実
習
し
た
の
が
放
射
線
科

だ
っ
た
の
で
、
画
像
の
視
覚

的
情
報
が
理
解
の
助
け
に
な

臨床研修指導医講習会の歩み

　

医
師
臨
床
研
修
の
必
修
化

後
、
京
都
大
学
医
学
部
附
属

病
院　

医
師
臨
床
研
修
指
導

医
講
習
会
が
、
平
成
22
年
１

月
で
第
11
回
を
数
え
た
。
修

了
者
に
は
厚
生
労
働
省
医
政

局
長
名
の
入
っ
た
修
了
証
が

交
付
さ
れ
る
。
平
成
21
年
度

か
ら
は
こ
れ
が
研
修
指
導
医

の
要
件
と
し
て
求
め
ら
れ
て

い
る
。
京
都
大
学
で
の
第
１

回
講
習
会
は
平
成
17
年
２
月

に
実
施
さ
れ
、
こ
の
芝
蘭
会

報
に
も
報
告
さ
れ
た
。
そ
の

後
、
年
２
回
の
ペ
ー
ス
で
実
施

し
て
お
り
、
学
内
の
診
療
科

と
学
外
の
関
連
病
院
か
ら
お

よ
そ
半
数
ず
つ
募
集
し
て
い

る
。
こ
の
講
習
会
は
、
参
加

者
が
単
に
講
演
を
聞
く
形
式

で
は
な
く
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョン

や
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
通
じ
て
主

役
と
な
る
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
形

式
で
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
た
め
参
画
す
る
こ
と
は
、

多
忙
な
研
修
指
導
医
の
負
担

も
少
な
く
な
い
が
、
従
来
、

経
験
し
た
こ
と
が
な
い
概
念

な
ど
に
触
れ
る
機
会
と
な
っ
て

い
る
。
本
学
で
は
質
を
保
持

す
る
た
め
１
回
の
受
講
者
は
、

35
名
を
標
準
と
し
て
い
る
が
、

総
受
講
者
数
は
３
８
８
名
に

達
し
た
。
学
内
で
の
診
療
科

別
受
講
者
数
の
ト
ッ
プ
は
肝

胆
膵
・
移
植
外
科
で
15
名
、

続
い
て
消
化
管
外
科
が
10
名
、

放
射
線
診
断
科
が
９
名
で
あ

る
。
学
外
か
ら
の
申
し
込
み

に
は
施
設
当
た
り
の
受
講
人

数
を
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
く

な
ど
の
心
苦
し
い
対
応
を
せ

ざ
る
を
え
な
い
こ
と
が
多
い
。

こ
の
た
め
大
阪
府
と
滋
賀
県

で
の
講
習
会
開
催
を
支
援
す

る
な
ど
、
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
や
タ

ス
ク
フ
ォ
ー
ス
の
人
的
サ
ポ
ー

ト
を
行
って
い
る
。

　

富
士
山
の
裾
野
で
行
わ
れ

て
い
る
医
学
教
育
者
の
た
め

の
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
が
、
こ
う

し
た
講
習
会
の
草
分
け
で
あ

る
が
、
本
学
の
講
習
会
で
は
、

ニ
ー
ズ
を
検
討
し
て
、
常
に

新
し
い
試
み
を
取
り
入
れ
て

い
る
。
た
と
え
ば
、
コ
ー
チ
ン

グ
は
、
富
士
研
に
は
な
い
内

容
で
あ
る
が
、
参
加
者
か
ら

の
反
響
も
大
き
い
。
患
者
指

導
の
見
地
か
ら
組
み
立
て
ら

れ
た
コ
ー
チ
ン
グ
の
内
容
を
、

研
修
指
導
に
活
用
し
よ
う
と

す
る
と
、
必
ず
し
も
実
際
の

研
修
指
導
に
適
切
で
な
い
こ

と
も
あ
る
。
現
在
は
人
材
養

成
の
見
地
か
ら
組
み
立
て
ら

れ
た
コ
ー
チ
ン
グ
の
視
点
も
取

り
入
れ
て
講
習
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
常
に
進
化

し
つ
つ
あ
る
京
大
病
院
の
講

常
に
進
化 

新
し
い
試
み
導
入

京大医学研究科医学教育推進センター長　平出　敦
─ 6 年間の成果振り返る─

り
、
患
者
と
の
直
接
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
な
く
、
実
り

あ
る
実
習
に
な
っ
た
。

●
オ
ク
ラ
ホ
マ
大
学
一
般
内
科

で
の
実
習
（
京
都
府
立
医
科

大
学
６
回
生・木
村
信
彦
さ
ん
）

　

医
療
現
場
の
英
語
の
速
さ

に
衝
撃
を
受
け
、
略
語
の
意

味
が
分
か
ら
ず
に
苦
労
し
た

が
、
生
の
ア
メ
リ
カ
文
化
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
ア
メ
リ

カ
で
の
総
合
診
療
、
医
学
教

育
の
実
際
を
知
る
こ
と
が
で

き
た
。
総
合
内
科
は
臓
器
に

偏
り
が
な
く
、
内
科
の
基
本

を
学
ぶ
場
と
し
て
最
適
と
の

こ
と
。

　

研
究
を
感
じ
よ
う

●
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
公
衆
衛

生
大
学
院
の
臨
床
医
向
け
大

学
院
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
京
都
大

学
医
学
教
育
推
進
セ
ン
タ
ー
・

森
本
剛
先
生
）

　

京
都
大
学
大
学
院
に
在
籍

中
、
臨
床
疫
学
を
学
び
臨
床

研
究
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
た

め
に
海
外
留
学
。
留
学
に
は

英
語
力
は
も
ち
ろ
ん
、
大
学

院
に
と
っ
て
欲
し
い
学
生
に
な

る
た
め
に
エッ
セ
ー
と
履
歴
書

が
重
要
。
大
学
院
の
知
識
だ

け
で
は
研
究
が
で
き
ず
、
実

務
経
験
が
必
要
。
常
に
優
先

順
位
を
つ
け
る
こ
と
が
大
切

で
、
留
学
が
ゴ
ー
ル
で
は
な
く

プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
こ
と
が
強
調

さ
れ
て
い
た
。

●F
ox C

hase C
ancer 

C
enter

（
米
国
フ
ィ
ラ
デ
ル

フ
ィ
ア
）
で
の
ポ
ス
ド
ク
と
し

て
の
研
究
活
動
と
帰
国
後
の

医
学
研
究
へ
の
発
展
（
千
葉

大
学
・
吉
富
秀
幸
先
生
）

日米医学医療交流セミナーの会場

　

研
修
医
時
代
に
外
科
治
療

に
従
事
す
る
こ
と
で
、
基
礎

研
究
の
重
要
性
を
認
識
。
日

本
の
大
学
院
に
入
学
し
、
米

国
に
留
学
し
て
肝
胆
膵
外
科

に
関
連
す
る
研
究
に
従
事
。

発
表
や
ア
ピ
ー
ル
が
と
て
も

重
要
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

強
く
認
識
。
研
究
留
学
を

考
え
て
い
る
な
ら
、
学
位
取

得
後
１
、２
年
が
よ
い
と
の
こ

と
。
ま
た
過
大
と
思
わ
れ
る

ほ
ど
の
自
分
の
ア
ピ
ー
ル
が
必

要
だ
と
よ
く
分
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
＊　

　

各
講
演
の
合
間
に
は
セ
ミ

ナ
ー
参
加
者
と
の
討
論
が
行

わ
れ
、
活
発
な
議
論
が
交
わ

さ
れ
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
留
学

体
験
を
持
つ
講
師
の
皆
さ
ん

と
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま

な
高
い
志
を
持
っ
た
日
本
中
の

医
学
生
と
交
流
す
る
こ
と
が

で
き
、
参
加
者
に
と
っ
て
大

変
有
意
義
な
セ
ミ
ナ
ー
で
あ
っ

た
と
思
う
。（
医
学
部
４
回

生　

伊
藤
寛
朗
）

習
会
は
、わ
が
国
で
も
、も
っ

と
も
斬
新
で
充
実
し
た
講
習

会
の
一
つ
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。
以
下
の
先
生
方

に
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
と
し
て

お
世
話
に
な
っ
て
お
り
、
こ

の
場
を
お
借
り
し
て
お
礼
申

し
上
げ
た
い
。

　
（
敬
称
略
）
森
本
剛
、
伊

藤
俊
之
、
蔵
本
伸
生
、
小
山

弘
、
山
岡
章
浩
、
白
井
伸
一
、

金
城
永
治
、
越
山
裕
行
、
土

井
健
太
郎
、
戸
城
仁
一
、
小

西
靖
彦
、
中
川
義
久
、
山
畑

佳
篤
、
小
出
明
知
、
牧
淳
彦
、

作
間
未
織
、
赤
尾
昌
治
、
大

井
克
之
、
三
和
千
里

　B5 変上製・265 頁・税込 6,090 円 
　ISBN : 9784876987832 
　発行年月 : 2009/03

　

D
S
M

−Ⅲ
（
ア
メ
リ
カ

精
神
医
学
会
の
診
断
基
準
）
の
登
場
以
来
、
D
S
M
一

辺
倒
で
推
移
し
て
き
た
精
神

出
版
案
内

　平成17年度より芝蘭会費の納入方法として、
「銀行口座等からの自動引落し」を採用させて
いただいております。会費納入のお手間が大
幅に省かれ、また、会費の二重払いの防止に
も繋がります。
　ぜひ、ご利用いただきたくお願い申しあげ
ます。

　手続き等については、
芝蘭会事務局（ＴＥＬ ０７５-７５１-２７１３）

　までお問い合わせください。

芝蘭会費納入は
自動振替で

　平成 20 年 12 月に発行いたしました会
員名簿は若干残っています。会員名簿をご希
望の方は、芝蘭会事務局（075-751-2713）
までお問い合わせください。
　なお、次回名簿刊行は平成 22 年 12 月を
予定しております。

68回・2008（平成20）年版

会 員 名 簿 ： A4 判、847 頁
会員頒布代 ： 一部 5,250 円（消費税を含む）

（但し、会費納入者に限る。その他は 10,500 円）
送 　 料 ： 700 円

芝蘭会会員名簿

医
学
の
現
状
を
痛
烈
に
批

判
、「
統
合
失
調
症
（
精
神

分
裂
病
）」
と
い
う
単
一
の

名
称
に
括
ら
れ
て
き
た
病
態

に
「
非
定
型
」
の
概
念
を
導

入
し
、
精
神
病
の
本
質
に
迫

ろ
う
と
し
た
労
作
。 

　

脳
画
像
や
神
経
生
理
な
ど

最
新
の
脳
神
経
科
学
の
方
法

も
駆
使
し
、
精
神
医
療
の
現

場
に
直
結
し
た
「
学
」
と
し

て
の
精
神
医
学
の
構
築
を
訴

え
る
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

京
都
大
学
学
術
出
版
会

電
話
0
7
5-

7
6
1-

6
1
8
2
ま
で
。

Takuji HAYASHI ed. 

Clinical Neurobiology of 
Atypical Psychoses
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５
月
２
日
に
校
友
会
総
会
・
講
演
会

特
別
講
演
は 　
　

 

松
沢
教
授

上
本
伸
二

京
都
大
学
医
学
部

校
友
会
・
教
育
研
究
支
援
基
金

（
Ｋ
Ｍ
Ｓ-

Ｆ
Ｕ
Ｎ
Ｄ
）
だ
よ
り

事務局
〒 606-8302
京都市左京区

吉田牛ノ宮町 11-1
芝蘭会館別館

Tel.075-761-2467
Fax.075-752-1528

Mail-Address:
kyoto-kms-fund ＠ office.

med.kyoto-u.ac.jp

　

医
学
部
学
生
と
医
学
研
究

科
教
職
員
が
心
待
ち
に
し
て

い
る
学
生
会
館
建
設
に
向
け

て
、
建
設
予
定
地
の
埋
蔵
文

化
財
の
調
査
が
1
月
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。

こ
の
学
生
会
館
は
、
配

置
図
に
あ
る
よ
う
に
医
学
部

構
内
の
一
番
北
の
端
、
Ｇ
棟

の
北
側
そ
し
て
芝
蘭
会
館
の

西
側
に
建
設
さ
れ
ま
す
。
建

先端科学研究棟

医学部学生会館

南部食堂

総合解剖センター

Ｆ棟

Ａ棟

旧解剖講堂

Ｇ棟

Ｃ棟

Ｂ棟

医学図書館 Ｈ棟

管理棟

Ｅ棟

芝蘭会館

N

京都大学医学部学生会館配置図

埋蔵文化財調査始まる
学生会館建設予定地

学生厚生施設建設委員会　委員長　吉村　長久

物
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
４
階
建
、
延
べ
床
面
積

１
４
５
３
・
０
８
平
米
で
、

24
室
の
ク
ラ
ブ
部
室
と
６
室

の
学
習
室
・
集
会
室
、
さ
ら

に
は
ジ
ム
、
多
目
的
室
な
ど

延
べ
41
室
が
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
。総
工
費
は
２
億
円
で
、

経
費
は
Ｋ
Ｍ
Ｓ
‐
Ｆ
Ｕ
Ｎ
Ｄ

に
ご
寄
附
い
た
だ
い
た
寄
附

金
１
億
２
０
０
０
万
円
と
本

部
か
ら
の
借
入
金

８
０
０
０
万
円
で

ま
か
な
う
予
定
に

な
っ
て
い
ま
す
。

埋
蔵
文
化
財

調
査
は
３
月
末
ま

で
に
終
了
し
、
新

年
度
か
ら
は
い
よ

い
よ
本
格
的
な
建

築
工
事
が
始
ま
り

ま
す
。
建
物
の
竣

工
予
定
は
、
平
成

22
年
10
月
末
で

す
。
こ
の
工
事
の

た
め
、
建
設
予
定
地
に
あ
っ

た
植
栽
を
か
な
り
伐
採
す
る

必
要
が
発
生
し
ま
し
た
。
一

番
残
念
な
こ
と
は
、
毎
年
き

れ
い
な
花
を
咲
か
せ
る
桜
の

木
を
切
っ
て
し
ま
う
必
要
が

あ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

桜
は
簡
単
に
は
移
植
が
で
き

な
い
こ
と
、
発
生
す
る
費
用

を
考
え
る
と
新
た
に
若
い
木

を
用
意
し
て
植
栽
を
整
え
る

と
い
う
選
択
肢
を
取
ら
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

さ
て
、
い
よ
い
よ
今
年

の
秋
に
は
、
新
し
い
医
学
部

学
生
会
館
が
完
成
し
、
学
生

の
課
外
活
動
と
勉
学
の
大
き

な
拠
点
が
で
き
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
こ
の
医
学
部
学
生

会
館
を
よ
り
良
い
も
の
に
作

り
上
げ
て
い
く
た
め
に
、
芝

蘭
会
会
員
諸
先
生
方
の
今
一

層
の
ご
支
援
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

医学部生
116.2万円
0.7%

一般
1,187万円

6.8%

医学科父母
7,106万円
41.2%

芝蘭会員・OB
6,111.6万円

35.4%

人間健康科学科
父母
516万円
3.0%

教職員
2,232.5万円

12.9%

寄附金
申込金額

1億7,266万円

寄附金
申込人数
1067名

医学部生
24名
2.3%

一般
10名
0.9%

医学科父母
277名
26.0%

人間健康科学科
父母
62名
5.8%

芝蘭会員・OB
521名
48.8%

教職員
173名
16.2%

KMS-FUND寄附金

寄
附
金
1
億
7
千
万
円
余
に  

平成 22年 1月 29日現在

［図 1］

［図 2］

平
成
19
年
春
に
Ｋ
Ｍ
Ｓ-

Ｆ
Ｕ
Ｎ
Ｄ
が
設
立
さ
れ
て
か

ら
、
も
う
す
ぐ
３
年
が
経
ち

ま
す
。
図
１
・
2
に
示
し
ま

す
よ
う
に
平
成
22
年
１
月

末
で
寄
附
金
申
込
人
数
は

１
０
６
７
名
で
、
申
込
金
額

は
１
億
７
２
６
６
万
円
と
な

り
ま
し
た
。
法
人
化
後
の
京

都
大
学
医
学
部
の
教
育
と
研

究
に
お
け
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
達

成
の
た
め
の
Ｋ
Ｍ
Ｓ-

Ｆ
Ｕ

Ｎ
Ｄ
の
重
要
性
を
十
分
に
ご

理
解
い
た
だ
い
た
多
く
の

方
々
の
温
か
い
ご
支
援
に
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
特

に
、
新
規
医
学
部
入
学
学
生

（
医
学
科
と
人
間
健
康
科
学

科
）の
父
母
の
方
々
か
ら
は
、

半
数
以
上
の
割
合
で
多
額
の

ご
寄
附
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
し
て
、
大
変
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。

平
成
19
年
の
初
年
度
に

約
9
0
0
0
万
円
の
ご
寄

附
を
い
た
だ
き
、
そ
の
後

は
年
間
3
0
0
0
万
円
〜

5
0
0
0
万
円
の
寄
附
金

を
順
調
に
積
み
重
ね
て
お
り

ま
す
。
一
方
、
Ｋ
Ｍ
Ｓ-

Ｆ

Ｕ
Ｎ
Ｄ
の
最
初
の
大
規
模
事

業
で
あ
り
ま
す
医
学
部
学
生

会
館
の
建
設
は
10
月
末
に
は

完
成
予
定
で
あ
り
ま
す
の

で
、
こ
の
約
２
億
円
の
総
工

事
費
、開
館
後
の
維
持
経
費
、

ま
た
そ
の
他
の
教
育
支
援
、

研
究
支
援
を
考
え
ま
す
と
、

財
政
面
に
お
い
て
は
と
て
も

厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
も
多
額
の
ご

京
大
霊
長
類

研
究
所
長

京
都
大
学
医
学
部
教
育
支
援
基
金
委
員

医
学
研
究
科
肝
胆
膵
・
移
植
外
科
学
教
授

平
成
22
年
度
の
第
3
回

校
友
会
総
会
・
講
演
会
は
本

年
5
月
2
日
（
日
）
13
時
か

ら
例
年
通
り
、
芝
蘭
会
館

本
館
・
稲
盛
ホ
ー
ル
で
開
催

の
予
定
で
す
。
13
時
40
分
か

ら
の
講
演
会
で
は
光
山
正
雄

研
究
科
長
、
医
学
教
育
推

進
セ
ン
タ
ー
長
・
平
出
敦
教

授
、
乳
腺
外
科
学
・
戸
井
雅

和
教
授
、
国
際
保
健
学
講

座
社
会
疫
学
・
木
原
正
博
教

授
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
専
門
の

領
域
か
ら
最
新
の
話
題
を
ご

提
供
い
た
だ
き
ま
す
。
15
時

30
分
か
ら
の
特
別
講
演
に
は

京
都
大
学
霊
長
類
研
究
所
長

の
松
沢
哲
郎
教
授
を
お
招
き

し
、「
新
し
い
霊
長
類
学
：

人
間
の
心
と
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
の

心
」
と
い
う
演
題
で
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
す
。
松
沢
先
生

は
1
9
7
8
年
か
ら
開
始

さ
れ
た
、
雌
の
チ
ン
パ
ン
ジ
ー

の
ア
イ
た
ち
に
言
葉
を
教
え

る
プ
ロ
ジェク
ト
（
ア
イ
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
）
な
ど
で
知
ら
れ
、

現
在
は
ア
イ
の
子
ど
も
ア
ユ
ム

を
は
じ
め
3
組
の
母
子
を
対

象
と
し
て
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
で

の
知
識
や
技
術
の
世
代
間
伝

播
の
研
究
に
取
り
組
ま
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
1
9
8
6

年
か
ら
は
、
西
ア
フ
リ
カ
・
ギ

ニ
ア
の
ボ
ッ
ソ
ウ
の
森
で
野
生

チ
ン
パ
ン
ジ
ー
の
道
具
使
用
調

査
な
ど
の
生
態
調
査
も
行
って

お
ら
れ
ま
す
。
今
回
は
世
界

的
な
霊
長
類
学
者
と
し
て
活

躍
さ
れ
る
松
沢
先
生
の
お
話

を
伺
う
こ
と
の
で
き
る
貴
重

な
機
会
で
す
。
一般
の
方
に
も

わ
か
り
や
す
い
ご
講
演
を
お

願
い
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
多

数
の
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
（
入
場
無

料
）。
ま
た
17
時
か
ら
は
芝

蘭
会
館
本
館
・
山
内
ホ
ー
ル

で
懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
も
予
定

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。（
第
3

回
校
友
会
総
会
・
講
演
会
担

当
：
上
本
伸
二
、
高
橋
良
輔
）

　

過
日
、
漫
然
と
テ
レ
ビ
東

京
の
「
サ
ブ
ち
ゃ
ん
と
歌
仲

間
」
を
観
て
い
ま
し
た
。
そ

の
と
き
北
島
三
郎
の
「
比
叡

の
風
」
が
強
烈
な
伴
奏
で
流

れ
る
の
を
聴
き
、
旋
律
と
詞

に
強
く
感
動
し
ま
し
た
。
今

の
比
叡
山
延
暦
寺
執
行
・
小

林
隆
彰
（
81
歳
）
と
親
交
の

深
か
っ
た
故
遠
藤
実
は
、遺
作

「
比
叡
の
風
」
を
、
北
島
に

託
し
た
と
の
こ
と
。
本
年
７

月
、
北
島
は
初
め
て
叡
山
に

登
り
、
根
本
中
堂
に
て
「
比

叡
の
風
」
歌
奉

納
を
し
た
と
番

組
で
紹
介
し
て

い
ま
し
た
。

　
〝
♪
国
の
宝
は

人
づ
く
り
だ
と
、

･･･

衆
生
の
た

め
に
捧
げ
尽
く

さ
ん
、
こ
の
命

♪
〟、
と
流
れ
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、

聴
く
者
す
べ
て
の

感
動
を
呼
び
ま

す
。
小
生
は
日

ご
ろ
、「
技
術
者

教
育
」
に
も
携

わ
り
、
人
材
育

成
に
悪
戦
苦
闘

す
る
毎
日
で
す
。

そ
の
意
識
も
あ

り
、
一
層
強
く

共
感
し
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。

　

今
夏
、
小
生

も
叡
山
に
登
る

機
会
を
得
て
、
偶
然
、
小
林

執
行
か
ら
「
比
叡
の
風
」
色

紙
の
直
筆
を
戴
い
て
し
ま
い

ま
し
た
。
そ
の
際
、名
著
「
比

叡
の
光
」（
紫
翠
会
１
９
９
５

年
）
も
紹
介
い
た
だ
き
、
一

気
に
読
み
ま
し
た
。
本
書
に

は
岡
本
道
雄
博
士
（
京
大
元

総
長
）
と
小
林
執
行
の
対
談

も
収
録
さ
れ
、
岡
本
先
生
は
、

科
学
者
の
宗
教
観
に
興
味
が

あ
り
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
や
ホ

ス
ピ
ス
、
悟
り･

救
い
な
ど

に
関
し
て
大
い
に
語
っ
て
い
ま

す
。
叡
山
の
生
活
話
題
な
ど

も
豊
富
で
、
小
生
は
い
た
く

感
銘
を
受
け
た
し
だ
い
で
す
。

こ
の
よ
う
に
１
曲
の
演
歌
が

嚆
矢
と
な
り
、
こ
の
夏
多
く

の
知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

さ
て
、
小
生
周
辺
の
技
術

世
界
で
は
機
械
の
寿
命
予
測

が
研
究
課
題
の
一
つ
で
す
。

し
か
し
、
効
果
的
技
術
が
容

易
に
育
ま
れ
て
き
ま
せ
ん
。

事
故
も
多
く
昨
今
の
軽
薄

短
小
が
歓
迎
さ
れ
た
デ
ジ
タ

ル
〝
信
号
の
世
界
〟
ば
か
り

に
接
し
て
い
て
は

重
く
厚
い
ア
ナ
ロ
グ

〝
機
械
の
世
界
〟

を
律
し
き
れ
そ
う

に
あ
り
ま
せ
ん
。

も
っ
と
泥
臭
い
研

究
が
積
分
さ
れ
な

い
と
機
械
の
診
断

な
ど
で
き
な
い
、

と
考
え
る
の
は
悲

観
的
過
ぎ
る
で
し

ょ
う
か
。
一
方
、

医
術
・
臨
床
診
断

の
世
界
は
、
前
書

に
よ
る
と
、
宗
教

観
さ
え
導
入
し
泥

臭
い
現
場
に
根
ざ

し
た
積
分
力
を
大

切
に
し
、
得
心
が

行
き
ま
す
。
医
術

の
良
い
と
こ
ろ
を

謙
虚
に
学
び
、
工

学
技
術
に
ぜ
ひ
応

用
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
「
比
叡
の
風
」
の
冒
頭
は

〝
♪
荒
行
千
日･･･

享
け
て

歩
い
た
山
道
万
里
♪
〟
で
始

ま
り
ま
す
。
古
風
な
精
神

論
は
現
代
若
者
に
理
解
さ
れ

な
い
と
思
う
の
で
す
が
、
名

門
「
京
大
医
学
部
」
の
若

者
は
す
で
に
水
準
を
超
越
し
、

〝
無
我
の
心
〟
に
到
達
し
た

若
者
集
団
と
推
察
い
た
し
ま

す
。
ど
う
ぞ
能
力
を
存
分
に

発
揮
し
、
医
学
を
発
展
さ
せ

人
類
に
貢
献
い
た
だ
き
た
い

と
祈
念
し
ま
す
。　
　
　
　

（
２
０
０
９
年
９
月
17
日
記
）

サブちゃんと歌仲間で
 知った演歌「比叡の風」

校友会会員　奥津 良之

埋
蔵
文
化
財
調
査
が
始
ま
っ
た
学
生
会

館
建
設
予
定
地

松沢教授

校友会第３回総会・講演会のお知らせ
日時 ５月２日（日）　　会場 芝蘭会館本館

　　　　　総　　　会　13:00 ～ 13:30
　　　　　講　演　会　13:40 ～ 15:20

「京都大学医学部の歴史と使命」
	 医学研究科長　光山　正雄　教授

「臨床教育の潮流と京都大学の取り組み」
	 医学教育推進センター長　平出　敦　教授

「乳癌に関する最近のトピックス」
	 乳腺外科学　戸井　雅和　教授

「世界エイズ流行の新局面について」
	 国際保健学講座社会疫学　木原　正博　教授
　　　　　特別講演会　　15：30 ～ 16：30　

「新しい霊長類学：人間の心とチンパンジーの心」
	 ゲスト講演者
	 京都大学霊長類研究所長　松沢　哲郎　教授

問合せ先　京都大学医学部校友会事務局　075(761)2467

寄
附
を
い
た
だ
い
た
上
で
の
お

願
い
で
恐
縮
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
6
0
0
0
名
以
上
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
芝
蘭
会
会
員
の

み
な
さ
ま
、
７
０
０
名
以
上

の
教
職
員
の
み
な
さ
ま
、
よ

り
多
く
の
方
々
の
ご
支
援
と

重
ね
て
の
ご
支
援
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
ご
父
兄

の
方
々
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

引
き
続
き
の
温
か
い
ご
支
援

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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ど
に
つ
い
て
で
し
た
。
ロ
ボ
ッ

ト
手
術
は
そ
れ
自
体
で
は
と

て
も
い
い
方
法
で
あ
る
も
の

の
、
来
年
の
認
可
以
降
も
、

機
械
自
体
が
非
常
に
高
価
な

の
で
普
及
す
る
に
は
ハ
ー
ド
ル

が
高
い
よ
う
で
す
。
骨
転
移

を
抑
え
る
薬
は
、
現
在
は
骨

粗
し
ょ
う
症
に
使
わ
れ
て
い
る

ビ
ス
フ
ォ
ス
フ
ォ
ネ
ー
ト
と
い

う
薬
が
骨
転
移
後
の
骨
折
や

骨
転
移
そ
の
も
の
を
抑
え
る

薬
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
す
。
し
か
し
現
在
認

可
待
ち
な
の
で
、
そ
の
治
験

を
す
る
Ｚ
Ａ
Ｐ
Ｃ
Ａ
研
究
と
い

う
も
の
が
立
ち
上
が
っ
て
い
る

そ
う
で
す
。
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
診
に
つ

い
て
は
厚
生
労
働
省
に
と
っ
て

は
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
診
が
前
立
腺
が

ん
に
よ
る
死
者
を
減
ら
せ
る

か
ど
う
か
が
重
要
な
の
で
な

か
な
か
認
可
さ
れ
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
オ
ー
ス
ト
リ

ア
の
治
験
で
は
結
果
が
出
た

も
の
の
、
そ
う
で
は
な
い
結

　

丹
後
中
央

病
院
の
ふ
た
ば

ホ
ー
ル
に
て
平
成
21
年
10
月

11
日
（
日
）、
第
１
回
芝
蘭

会
近
畿
北
支
部
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

座
長
で
あ
る
公
立
豊
岡
病

院
長
竹
岡
先
生
の
進
行
の
も

と
、
ま
ず
、
丹
後
中
央
病
院

長
で
あ
る
西
島
先
生
の
ご
挨

拶
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
そ

し
て
京
都
大
学
大
学
院
医
学

　

滋
賀
県
高
島
市

に
あ
る
今
津
サ
ン

ブ
リ
ッ
ジ
ホ
テ
ル
に
て
平
成

21
年
10
月
24
日
（
土
）、
平

成
21
年
度
芝
蘭
会
滋
賀
支
部

総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会

場
の
ホ
テ
ル
は
琵
琶
湖
の
西

側
に
あ
り
、
交
通
の
便
は
あ

ま
り
良
く
は
な
い
の
で
す

が
、
自
然
は
豊
か
で
、
ホ
テ

ル
か
ら
見
る
琵
琶
湖
の
風
景

は
と
て
も
綺
麗
で
し
た
。

　

ま
ず
、
３
階
の
箱
根
の
間

に
て
総
会
が
行
わ
れ
、
支
部

長
の
折
田
先
生
の
挨
拶
に
始

ま
り
、
物
故
会
員
の
先
生
方

に
黙
祷
を
捧
げ
、
平
成
20
年

度
事
業
及
び
会
計
報
告
、
会

計
監
査
報
告
、
平
成
21
年
度

会
計
予
算
、
次
期
総
会
開
催

会
場
に
つ
い
て
の
話
と
続
き

ま
し
た
。

［
滋
賀
］

［
近
畿
北
］

研
究
科
泌
尿
器
科
学
教
授
で

あ
る
小
川
先
生
に
よ
る
「
前

立
腺
癌　

最
近
の
進
歩
と
話

題
」
と
い
う
題
目
の
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
講
演

は一
般
の
方
々
に
も
開
放
さ
れ

て
お
り
、
小
川
先
生
は
分
か

り
や
す
く
噛
み
砕
い
て
講
演

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

講
演
の
テ
ー
マ
は
、
ロ
ボ
ッ

ト
手
術
、
骨
転
移
を
抑
え
る

薬
、
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
診
の
是
非
な

武
村
正
義
氏
が
記
念
講
演

前立腺がんの最新医療
一般公開して講演会

「
民
主
党
政
治
と
日
本
の
行
方
」

 

芝
蘭
会
報
編
集
委
員
会

委
員
長
　
中
尾
一
和　

委
　
員　

斎
藤
信
雄
、
岩
田 

征
良
、
豊
國
伸
哉
、
山
田
圭

介
、
園
部　

誠
、
阿
部　

恵

 

芝
蘭
会
雑
誌
部

顧
　
問　

中
尾
一
和

部
　
員
　
奥
谷
祐
希
、
中
島

宏
徳
、
濱
谷
康
弘
、
橋
本
大

輝
、
河
北
美
緒
（
以
上
6
回

生
）

尾
市
雄
輝
、
亀
井
純
（
以
上

5
回
生
）

植
木
一
仁
、
武
井
玲
生
仁
、

水
野
裕
基
、
福
永
有
伸
、
畑

玲
央
（
以
上
4
回
生
）

合
田
直
樹
、
福
田
宗
寛
、
勝

島
將
夫
（
以
上
3
回
生
）

橋
本
健
太
郎
、
中
村
有
輝
、

山
田
直
生
、
畑
野
翔
太
郎
、

前
田
峻
宏
、
宗
宮
伸
弥
（
以

上
2
回
生
）

 

芝
蘭
会
事
務
局

事
務
局
長　

山
田　

均

総
務
課
長　

秋
山
和
美

管
理
課
長　

松
本　

悼

原 稿 募 集 平成 17 年 4 月からの「個人情報保護法」の全面施
行により、個人情報の取扱いに厳しい制約が課せら
れました。つきましては会員の連絡先等のお問い合
わせは、必要理由等を明記の上、郵便または FAX
により事務局までご送付ください。電話でのお問い
合わせにはお答え致しかねますのでご了承ください。

（FAX 075-752 -4015）

●事務局から●

内野　治人	 （昭和 23 年卒）	 平成 22 年 1 月 29 日	 ご逝去
渡辺　浩策	 （昭和 23 年卒）	 平成 21 年 12 月 27 日	 ご逝去
井本　伍平	 （昭和 24 年専卒）	 平成 21 年 11 月 5 日	 ご逝去
藤川　達明	 （昭和 24 年専卒）	 平成 21 年 12 月 20 日	 ご逝去
脇　　正敏	 （昭和 24 年専卒）	 平成 20 年 12 月	 ご逝去
谷田　悟郎	 （昭和 25 年卒）	 平成 21 年 9 月 29 日	 ご逝去
佐藤　信勝	 （昭和 29 年薬卒）	 平成 21 年 6 月 1 日	 ご逝去
森川　桂子	 （昭和 31 年薬卒）	 平成 21 年 3 月 3 日	 ご逝去
田中　正躬	 （昭和 33 年卒）	 平成 21 年 10 月 16 日	 ご逝去

澤田　恒夫	 （昭和 19 年卒）	 平成 21 年 2 月 22 日	 ご逝去
吉峰　泰夫	 （昭和 19 年卒）	 平成 22 年 2 月 11 日	 ご逝去
速水　春夫	 （昭和 20 年専卒）	 平成 21 年 9 月	 ご逝去
吉川　泰弘	 （昭和 20 年薬卒）	 平成 21 年 9 月 8 日	 ご逝去
塩見　俊朗	 （昭和 21 年卒）	 平成 21 年 8 月 6 日	 ご逝去
渡辺　晃雄	 （昭和 21 年卒）	 平成 20 年 11 月 30 日	 ご逝去
田中　　実	 （昭和 22 年卒）	 平成 21 年 12 月 19 日	 ご逝去
李　　芳樺	 （昭和 22 年卒）	 平成 22 年 1 月 26 日	 ご逝去
岩崎　凞毅	 （昭和 23 年卒）	 平成 21 年 7 月 27 日	 ご逝去

会 員 訃 報 謹んでご冥福をお祈りいたします。（敬称略）

古庄　巻史	 （昭和 35 年卒）	 平成 21 年 9 月 4 日	 ご逝去
芹生　直行	 （昭和 62 年卒）	 平成 21 年 6 月 17 日	 ご逝去
有沢　　武	 （教室会員 病理学）	 平成 21 年 12 月 19 日	 ご逝去
木島　一英	 （教室会員 病理学）	 平成 21 年 10 月 30 日	 ご逝去
鈴木　昭三	 （教室会員 病理学）	 平成 21 年 11 月 27 日	 ご逝去
星野　信敏	 （教室会員 病理学）	 平成 21 年 12 月 10 日	 ご逝去
市岡　欣一	 （教室会員 内科 1）	 平成 21 年 11 月 13 日	 ご逝去
丹羽　　釗	 （教室会員 眼科学）	 平成 20 年 9 月 18 日	 ご逝去

人 事 異 動

H21.10.16	 海道　利実	 採用	 ＳＲＰ助教より臓器移植医療部准教授へ

H21.11.1	 河井　昌彦	 昇任	 小児科学助教より同准教授へ

H21.12.31	 江本　　豊	 辞職	 放射線医学画像診断学・核医学講師より				 
			   京都医療科学大学教授へ

H22.1.1	 波多野武人	 採用	 京都医療センター医長より脳病態生理学脳神経外科学講師へ

H22.1.1	 磯田　裕義	 昇任	 放射線医学画像診断学・核医学講師より同准教授へ

H22.1.1	 岡田　　俊	 昇任	 病院助教より脳病態生理学精神医学講師へ

H22.2.1	 丸澤　宏之	 昇任 	 病院助教より内科学消化器内科学講師へ

発令年月日 氏　名 異動内容 発令年月日 氏　名 異動内容

近畿北支部

果
が
出
る
こ
と
も
あ
り
、
研

究
の
精
度
が
問
題
な
よ
う
で

す
。

　

ま
た
、
今
回
の
講
演
会
に

は
一
般
の
方
々
の
参
加
も
多

く
、
が
ん
治
療
の
際
の
放
射

線
と
手
術
の
違
い
や
、
前
立

腺
が
ん
の
予
防
に
つ
い
て
の
質

問
な
ど
が
さ
れ
、
小
川
先
生

は
丁
寧
に
答
え
て
お
ら
れ
ま

し
た
。

　

講
演
の
後
は
、
ホ
テ
ル
如

翠
苑
に
場
所
を
移
し
、
懇
親

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

近
畿
北
支
部
は
、
も
と
も
と

京
都
北
支
部
と
兵
庫
北
支
部

だ
っ
た
の
を
合
併
し
た
た
め
、

ま
ず
支
部
長
、
副
支
部
長
や

い
ろ
い
ろ
な
会
則
の
承
認
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

小
川
先
生
の
ご
挨
拶
へ
と
移

り
ま
し
た
。

　

小
川
先
生
は
、
昭
和
卒
の

方
々
以
外
に
、
若
い
方
の
参

加
が
あ
ま
り
な
い
と
嘆
い
て

お
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
病
院

の
近
況
で
は
、
任
天
堂
の
山

支
部
だ
よ
り

芝蘭会報は、会員の皆様の情報交換・意見発表
の場であります。支部活動、クラス会、会員の
著書の紹介（自薦・他薦）及び医学・医療等に
関するご意見等を寄稿ください。なお、原稿の
採用及び掲載時期については、編集委員会で決
めさせていただきます。
　　　　　　　　　　芝蘭会報　編集委員会

　

次
に
、
芝
蘭
会
会
長
で
、

京
都
大
学
医
学
部
長
の
光
山

先
生
に
よ
る
大
学
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
学
生
会
館
の
建

て
直
し
の
行
わ
れ
る
時
期

や
か
か
る
費
用
に
つ
い
て

や
、
医
学
部
に
入
り
臨
床
で

は
な
く
研
究
に
入
る
人
の
た

め
に
行
わ
れ
て
い
る
M
D–

P
h
D
コ
ー
ス
の
説
明
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
講
演
に
移
り
ま
し

た
が
、
今
回
は
記
念
講
演
と

い
う
か
た
ち
で
医
学
か
ら
か

け
離
れ
た
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
も
、
か
の
有
名

な
武
村
正
義
先
生
が
「
民
主

党
政
治
と
日
本
の
行
方
」
と

い
う
タ
イ
ム
リ
ー
な
演
題
で

講
演
さ
れ
ま
し
た
。
武
村
先

生
の
略
歴
を
少
し
説
明
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

武
村
先
生
は
１
９
３
４
年

（
昭
和
９
年
）８
月
26
日
に

生
ま
れ
、
１
９
６
２
年
自
治

省
に
入
省
、
１
９
７
１
年
八

日
市
市
市
長
、
１
９
７
４
年

に
滋
賀
県
知
事
、
そ
し
て

１
９
８
６
年
衆
議
院
議
員
と

な
る
。

　

１
９
９
３
年
６
月
18
日
の

宮
澤
喜
一
氏
を
首
班
と
す
る

宮
沢
内
閣
不
信
任
案
可
決
に

伴
う
衆
議
院
の
解
散
を
機
に

10
人
の
自
民
党
議
員
と
共
に

自
民
党
を
離
党
し
、「
新
党

さ
き
が
け
」
を
結
成
、
そ
の

党
首
と
な
る
。
同
年
８
月
９

日
細
川
氏
を
首
班
と
す
る
非

自
民
党
連
立
政
権
、
細
川
内

閣
が
誕
生
。
細
川
内
閣
に
お

い
て
内
閣
官
房
長
官
に
就
任

し
、
細
川
首
相
の
女
房
役
と

し
て
連
立
政
権
の
キ
ー
パ
ー

ソ
ン
と
な
り
、「
ム
ー
ミ
ン

パ
パ
」
と
い
う
愛
称
で
国
民

に
親
し
ま
れ
る
。
次
の
羽
田

内
閣
に
お
い
て
は
閣
外
協
力

に
転
ず
る
が
、
さ
ら
に
次
の

村
山
富
市
内
閣
、
村
山
内
閣

改
造
内
閣
で
は
大
蔵
大
臣
を

務
め
る
。
２
０
０
０
年
腹
部

大
動
脈
瘤
破
裂
な
ど
健
康
上

の
理
由
で
現
在
は
政
界
を
引

退
、
龍
谷
大
学
客
員
教
授
。

　

講
演
の
内
容
は
、
先
の
民

主
党
圧
勝
に
つ
い
て
や
、
こ

れ
か
ら
先
の
民
主
党
の
脱
官

僚
、
子
供
手
当
や
農
業
、
高

速
道
路
無
料
化
な
ど
の
財
源

を
本
当
に
無
駄
の
排
除
で
捻

出
で
き
る
の
か
、
国
家
予
算

の
赤
字
を
増
や
す
か
減
ら
す

か
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
共

に
政
治
活
動
を
し
た
鳩
山
内

閣
総
理
大
臣
や
、
小
沢
一
郎

民
主
党
幹
事
長
の
人
と
な
り

に
つ
い
て
も
お
話
し
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
病
院
の
先
生
方

の
「
特
別
会
計
と
は
」「
埋

蔵
金
と
は
」
な
ど
と
い
う
質

問
に
も
お
答
え
に
な
っ
て
い

内
会
長
の
寄
附
に
よ
り
で
き
た

「
積
貞
棟
」
の
名
前
の
由
来

を
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

　

丹
後
中
央
病
院
は
現
在
黒

字
経
営
で
、
ま
っ
た
く
公
金

の
投
入
は
な
い
そ
う
で
す
が
、

そ
れ
は
病
院
の
先
生
方
の
奉

仕
精
神
に
よ
る
も
の
だ
そ
う

で
、
頭
の
下
が
る
思
い
で
し

た
。
熱
心
な
先
生
方
が
多

く
、
病
院
実
習
や
研
修
で
学

生
や
研
修
医
が
来
る
と
ス
タ
ッ

フ一同
手
厚
く
迎
え
て
い
た
だ

け
る
と
の
こ
と
で
、
初
期
研

修
で
豊
岡
病
院
に
行
っ
て
後

期
研
修
に
丹
後
中
央
病
院
に

と
、
私
た
ち
学
生
も
お
誘
い

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

先
生
方
も
ご
高
名
な
方
が

多
い
中
、
和
気
藹
々
と
、
学

生
に
も
積
極
的
に
話
し
か
け

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
ん

な
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の

な
か
、
惜
し
ま
れ
な
が
ら
も

お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

（
文
責
：
２
回
生 

宗
宮
伸

弥
）

ま
し
た
。
政
治
家
の
人
と
な

り
や
政
治
問
題
の
裏
が
分
か

り
と
て
も
興
味
深
い
講
演
で

し
た
。

　

そ
の
後
、
向
か
い
の
部
屋

で
記
念
撮
影
を
し
た
後
、
９

階
の
H
e
a
v
e
n
に
て

意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
会
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
先

生
方
に
お
声
を
か
け
て
い
た

だ
き
、
先
生
方
の
学
生
時
代

の
話
や
、
今
の
医
療
の
現
状

な
ど
に
つ
い
て
の
お
話
を
聞

く
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
楽

し
い
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
ん
な
和
気
あ

い
あ
い
と
し
た
会
で
し
た

が
、
電
車
の
時
間
の
都
合
も

あ
り
惜
し
ま
れ
な
が
ら
の
お

開
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
私
た
ち
学
生
に
こ

の
よ
う
な
貴
重
な
会
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
文
責
：
２
回
生 

畑
野 

翔

太
郎
）

スイス・ＦＭＩ

海
外
研
修

　
レ
ポ
ー
ト

海
外
研
修

　
レ
ポ
ー
ト

4
回
生 

山
中
利
之

　

今
年
度
の
夏
、
マ
イ
コ
ー

ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
期
間

中
に
私
は
放
射
線
遺
伝
学

講
座
の
武
田
先
生
の
ご
紹
介

で
、
ス
イ
ス
・
バ
ー
ゼ
ル
に
あ

るF
riedrich M

iescher 
Institute

（
Ｆ
Ｍ
Ｉ
）
で
約

２
カ
月
半
の
実
習
を
行
な
っ

た
。

　

受
け
入
れ
先
研
究
室

のF
M

I R
oska group

は
神
経
回
路
の
構
造
や
機

能
に
関
す
る
研
究
を
進
め

て
お
り
、
最
近N

ature 
N

euroscience

な
ど
の
学

術
誌
に
多
く
の
論
文
を
発
表

し
て
い
る
。

　

学
生
の
う
ち
に
海
外
経

験
を
積
め
る
貴
重
な
機
会
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
、
卒
後
の

進
路
と
し
て
海
外
を
考
え
て

い
た
こ
と
か
ら
、
国
外
の
同

研
究
所
へ
行
く
こ
と
を
決
め

た
。
ま
た
、
受
け
入
れ
先
の

研
究
テ
ー
マ
が
か
ね
て
よ
り

個
人
的
に
興
味
の
あ
っ
た
神

経
学
で
あ
っ
た
と
い
う
の
も
大

き
な
動
機
と
な
っ
た
。

　

最
初
の
２
週
間
ほ
ど
は
ラ

ボ
の
日
本
人
ポ
ス
ド
ク
に
つ
き

な
が
ら
、
ラ
ボ
内
で
行
な
わ

れ
て
い
る
研
究
を
見
学
し
、

そ
の
後
ポ
ス
ド
ク
の
先
生
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
一
部
手
伝
う
形

で
実
験
を
行
な
っ
た
。

　

マ
ウ
ス
の
大
脳
核
に
神
経

細
胞
に
感
染
す
る
ウ
イ
ル
ス

を
注
入
し
、
そ
こ
に
軸
索
を

伸
ば
す
網
膜
上
の
特
定
の
細

胞
を
標
識
す
る
。
さ
ら
に
ウ

イ
ル
ス
が
シ
ナ
プ
ス
を
介
し
て

感
染
す
る
の
に
必
要
な
タ
ン
パ

ク
質
を
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
す
る
こ

と
で
感
染
を
制
御
し
、
直
接

の
プ
レ
シ
ナ
プ
ス
細
胞
を
染
色

で
き
る
よ
う
に
す
る
と
い
う

興
味
深
い
テ
ー
マ
だ
っ
た
。

　

ス
イ
ス
は
気
候
が
涼
し
く

乾
燥
し
て
お
り
、
日
本
の
京

都
と
比
べ
る
と
非
常
に
住
み

や
す
い
環
境
だ
っ
た
。
平
日

は
実
験
を
し
な
が
ら
週
末
は

勉
強
を
し
た
り
、
近
場
の
観

光
地
を
訪
ね
た
り
し
て
、
充

実
し
た
研
究
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
た
。
ま
た
、
下
宿

の
大
家
さ
ん
や
チ
ベッ
ト
人
の

友
人
と
の
交
流
も
新
鮮
で
、

異
な
る
文
化
、
国
際
事
情
に

関
す
る
多
く
の
学
び
の
機
会

と
な
っ
た
。

　

私
自
身
は
卒
後
臨
床
に
進

む
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
し

か
し
、
実
験
で
用
い
た
ウ
イ

ル
ス
ベ
ク
タ
ー
や
単
細
胞
電

気
穿
孔
法
を
用
い
た
遺
伝
子

導
入
な
ど
の
実
験
手
法
は
遺

伝
子
治
療
に
応
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
し
、

こ
う
し
た
基
礎
研
究
の
中
か

ら
新
た
な
治
療
法
の
ヒ
ン
ト

が
得
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を

実
感
で
き
た
。

　

ま
た
、
ラ
ボ
の
メ
ン
バ
ー
が

さ
ま
ざ
ま
な
背
景
を
持
っ
て
い

る
こ
と
も
印
象
的
で
あ
っ
た
。

数
学
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
学

ん
で
い
た
人
、
生
体
イ
メ
ー
ジ

ン
グ
を
専
門
と
す
る
工
学
系

出
身
の
人
、
医
学
部
の
卒
業

生
、
生
物
系
の
研
究
室
出
身

者
な
ど
、
多
彩
な
背
景
を
持

つ
人
々
が
集
っ
て
い
た
。
今
、

新
進
的
な
科
学
研
究
に
は
異

な
る
分
野
の
境
界
領
域
や
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
も
の

も
多
い
と
聞
く
。
私
自
身
も

将
来
の
た
め
に
、
今
の
う
ち

か
ら
戦
略
的
に
専
門
性
を
身

に
付
け
て
い
き
た
い
と
考
え

さ
せ
ら
れ
た
。

　

最
後
に
、
丁
寧
に
実
験
を

指
導
し
て
い
た
だ
き
、
慣
れ

な
い
海
外
で
の
生
活
を
最
大

限
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
っ

た
米
原
先
生
、
グ
ル
ー
プ

リ
ー
ダ
ー
のB

otond

は
じ

め
、F

M
I R

oska Lab

の

メ
ン
バ
ー
、
Ｆ
Ｍ
Ｉ
機
関
長

Susan G
asser

、
Ｆ
Ｍ
Ｉ 

G
asser

ラ
ボ
の
島
田
先
生
、

ま
た
、
放
射
線
遺
伝
学
教
室

の
武
田
先
生
に
改
め
て
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。


